
No. 試料名 生産水域 採取地 採取年月日 報告日 分析部位 分析機関 ｾｼｳﾑ合計 ｾｼｳﾑ-134 ｾｼｳﾑ-137

1 ヒラメ 福島県沖 江名沖 R4.6.29 R4.8.10 筋肉 不検出 ＜0.229 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

2 ババガレイ 福島県沖 江名沖 R4.6.29 R4.8.10 筋肉 不検出 ＜0.240 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.5)

3 ヤナギムシガレイ 福島県沖 江名沖 R4.6.29 R4.8.3 筋肉 不検出 ＜0.289 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.5)

4 スズキ 福島県沖 相馬沖 R4.7.11 R4.8.10 筋肉 不検出 ＜0.225 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

5 ヒラメ 福島県沖 新地沖 R4.7.12・13 R4.8.17 筋肉 不検出 ＜0.238 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

6 アサリ 福島県沖 松川浦 R4.7.11 R4.8.17 軟体部 不検出 ＜0.264 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.5)

7 ヒラメ 福島県沖 江名沖 R4.7.12・13 R4.8.17 筋肉 不検出 ＜0.239 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

8 スズキ 福島県沖 豊間沖 R4.7.12・13 R4.8.19 筋肉 不検出 ＜0.267 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.5)

9 イシガレイ 福島県沖 久之浜沖 R4.7.12・13 R4.8.19 筋肉 不検出 ＜0.272 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.4)

10 ヒラメ 福島県沖 沼之内沖 R4.7.20・21 R4.8.23 筋肉 不検出 ＜0.231 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

11 スズキ 福島県沖 豊間沖 R4.7.21 R4.8.23 筋肉 不検出 ＜0.219 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.5)

12 イシガレイ 福島県沖 沼之内沖 R4.7.20・21 R4.8.22 筋肉 不検出 ＜0.275 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.3)

13 ヒラメ 福島県沖 新地沖 R4.7.26・27 R4.9.1 筋肉 不検出 ＜0.238 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

14 スズキ 福島県沖 相馬沖 R4.7.26・27 R4.9.1 筋肉 不検出 ＜0.227 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.4)

15 アサリ 福島県沖 松川浦 R4.7.25 R4.9.1 軟体部 不検出 ＜0.246 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満(<12.5)

16 ヒラメ 福島県沖 江名沖 R4.8.3 R4.9.6 筋肉 不検出 ＜0.287 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.５)

17 イセエビ 福島県沖 江名沖 R4.8.2・3 R4.9.6 筋肉 不検出 ＜0.280 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.5)

18 エゾアワビ 福島県沖 久之浜地先 R4.8.1 R4.9.6 軟体部 不検出 ＜0.282 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満(<12.5)

19 ヒラメ 北海道・青森県沖太平洋 東通村白糠沖 R4.7.12 R4.8.19 筋肉 不検出 ＜0.279 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜3.67 ＜3.88

20 ゴマサバ 北海道・青森県沖太平洋 東通村猿ヶ森沖 R4.7.13 R4.8.19 筋肉 不検出 ＜0.262 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜5.09 ＜4.83

21 ギンザケ 宮城県沖 志津川湾 R4.7.4 R4.8.10 筋肉 不検出 ＜0.210 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満 ＜2.58 ＜2.48

22 ヒラメ 茨城県沖 鹿嶋市沖 R4.6.20 R4.8.3 筋肉 不検出 ＜0.273 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜4.73 ＜3.58

23 ヒラメ 茨城県沖 ひたちなか市沖 R4.7.5 R4.8.4 筋肉 不検出 ＜0.272 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜6.00 ＜5.45

24 ヒラメ 茨城県沖 鹿嶋市沖 R4.7.25 R4.8.23 筋肉 不検出 ＜0.230 (株)ＫＡＮＳＯテクノス 検出限界未満 ＜0.483 ＜0.527

25 ヒラメ 茨城県沖 ひたちなか市沖 R4.7.25・26 R4.7.29 筋肉 不検出 ＜0.271 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜5.79 ＜5.43

26 ヒラメ 茨城県沖 ひたちなか市沖 R4.8.3 R4.9.6 筋肉 不検出 ＜0.291 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜2.38 ＜2.66

27 ヒラメ 千葉県沖 房総沖 R4.7.21 R4.8.22 筋肉 不検出 ＜0.277 (一財)九州環境管理協会 検出限界未満 ＜4.09 ＜5.35

（参考）放射性セシウム分析結果

(単位：Bq/kg)
(検出限界値)

（注１）福島県のサンプルは、福島県漁連の実施する放射性セシウムの自主検査と同じロットのサンプルを用いています。
（注２）また、福島県以外のサンプルについては、海洋生物環境研究所が測定した放射性セシウムの分析結果を参考として掲載しています。

（単位：Bq/kg)

トリチウム分析結果

（参考資料１－１）
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（参考資料１－２）
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トリチウム（自由水型）の測定概要【45 日程度】

測定前処理作業【１日】＋凍結乾燥【14 日】 

・水分の蒸発を早めるた
め、表面積が広くなる
ようミンチにした試料
を平らにする。

・水分抽出の際、自然蒸
発したり、大気中の水
蒸気が混入したりしな
いよう、凍結させた試
料を使用する。

凍結させた試料を真空状
態にして、試料中の水分
を蒸発させて抽出する。 

試料を凍結真空乾燥させ、水分

を抽出することで、熱による分

解、変質、試料の突沸、泡立ち

を少なくすることが出来る。 

蒸発させて抽出した気体
を、無駄なく回収するた
めに、凍結させて回収す
る。 

回収水の解凍【0.5 日】 回収水の還流【１日】＋ 回収水の蒸留【0.5～１日】 

凍結回収した水を加温し

解凍する。 

この際、急激に熱を加えて加温

すると水分が蒸発し、含まれて

いるトリチウムの濃度が変化し

てしまうため、0.5 日かけて解凍

する。 

回収水に含まれる油分を

除去するため、試薬を添
加して加熱する。 

加熱時に添加した試薬を

除去するため蒸留する。 

蒸留：混合物を一度蒸発させ、

後に再び凝縮させることで、沸

点の異なる成分を分離・濃縮さ

せる操作のこと。 

① ① ② 

②

（参考資料１－３）
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（参考）放射能測定シリーズ９ トリチウムの分析方法（文部科学省 平成 14 年改訂） 
https://www.kankyo-hoshano.go.jp/wp-content/uploads/2020/12/No9.pdf 

電解濃縮【14 日】＋電解濃縮した水の蒸留【１日】 

試料調整 【５～７日】＋ 

測定用試料分析【５日】＋
測定結果等取りまとめ【２
日】 

・回収水のトリチウム濃度は低く、そのまま測定して
も検出限界値（0.5～1Bq/L 程度）未満となりやす
いため、試薬を加え電解濃縮を行う。

・トリチウムの電気分解のしにくさを利用して電解濃
縮を行う。電解濃縮を行うと、検出限界値は
0.04~0.06 Bq/L 程度となる。

左：多段式（11 本同時に濃縮可能）
右：SPE 式（１本ごとの濃縮だが３日で濃縮可能）

・電解濃縮を行うために添加した試薬を除去するため
に、蒸留する。

・測定効率を高めるため
試薬を添加してゲル化
させるが、添加後は白
濁や擬発光することが
あり、測定に影響が出
るため、５～７日静置
し、影響を除去する。

・液体シンチレーション
カウンター（写真）で
β線による試料の発光
強度を測定する。測定
の精度を向上させるた

め、２回測定する。

・測定後に濃度算出及び
結果の検証を行う。
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